
新たな防災気象情報と警戒レベル別の対応

最新の防災気象情報を入手して、
早めの防災対策・避難行動をとりましょう！



河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

警戒レベル

５相当
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
レベル５

高潮特別警報

警戒レベル

４相当
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報

警戒レベル

３相当
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル

２
レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル

１
早期注意情報

新たな防災気象情報（令和８年５月２９日から運用開始）

○ 防災気象情報(河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルに合わせて発表
○ 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設
○ 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表（例：レベル４大雨危険警報 等）



警戒
レベル

色
防災気象情報 ※高潮を除く 避難に関する

情報
住民が取るべき行動

河川氾濫 大雨 土砂災害

５ 黒
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
緊急安全確保

命の危険、直ちに
安全確保！

〈警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！〉

４ 紫
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
避難指示 危険な場所から全員避難

３ 赤
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

高齢者等避難
危険な場所から高齢者等

は避難

２ 黄
レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

自らの避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、
避難のタイミングなど）

１
白

河川は

水色

早期注意情報
（河川氾濫以外）

災害への心構えを高める

本市に直接関係ある警戒レベル相当の防災気象情報と避難に関する情報



防災気象情報をもとに取るべき行動

警戒
レベル

発表される
状況

防災気象情報 避難情報 居住者等がとるべき行動

５
災害発生又は

切迫
レベル５
特別警報

緊急安全確保

※災害が発生・切迫している状況
を必ず把握できるとは限らないこ
と等から必ずしも発令されるとは
限らない情報です。

命の危険 直ちに安全確保！
この段階では命の危険が迫っており、安全な避難ができ
なくなっていると想定されます。
今いる場所で直ちに命を守るため、高所への移動、建物
の上階や崖・川から離れた部屋に移動する等、最善の行動
をとってください。

４
災害のおそれ

高い
レベル４
危険警報

避難指示
危険な場所から全員避難

危険な場所から全員避難してください。
（この警戒レベル４段階までに避難を完了してください。）

３
災害のおそれ

あり
レベル３
警報

高齢者等避難

危険な場所から高齢者等は避難
避難を完了するのに時間のかかる人、高齢者等は、避難
してください。
高齢者等以外の人も必要に応じ外出を控えたり、避難の
準備をしたり、自主的に避難してください。

２ 気象状況悪化
レベル２
注意報

自らの避難行動を確認
ハザードマップ等により自宅・施設等の災害リスク、避難
場所や避難経路、避難のタイミング等を再確認してください。

１
今後気象状況
悪化のおそれ

早期注意情報
災害への心構えを高める。

最新の防災気象情報等に留意する等、災害への心構え
を高めてください。



災害の種類と防災対策

災害による被害を最小限に抑え、迅速な復旧を行うためには、日頃からの防災対策や災害時にどう行動
すべきかを事前に把握しておくことが重要 → 被害を軽減するには、一人ひとりの心がけが不可欠

区 分 防災対策 発災直前・後の行動

大雨・水害
（河川氾濫・土砂
災害等）

○ 定期的な気象情報の確認
○ 自宅の災害リスクと避難先の確認
○ 土のうや水のうの準備
○ 排水溝や雨どいの定期的な清掃
○ 避難時用のレインコート・ヘルメット・杖
等の準備

○ 気象情報や避難情報の確認
○ 浸水対策（家財の移動、電化製品のコ
ンセントを抜く。）

○ 頑丈な建物の少しでも上の階へ移動
○ 土砂災害の危険がある場所から少しで
も遠くへ離れる。

風害
（台風・竜巻等）

○ 定期的な気象情報の確認
○ 窓ガラスの飛散防止対策（養生テープ等）
○ ベランダや庭の物の固定、物干し竿や植木
鉢等の室内への移動

○ 停電に備えた懐中電灯や携帯ラジオの準備
○ 断水に備えた飲料水の準備

○ 最新の気象情報をこまめに確認
○ 強風時は外出を控える。
○ カーテンを閉め、窓から離れる。
○ 停電に備え、携帯電話等の充電
○ 竜巻の前兆を感じたら頑丈な建物内
に避難

地震
（火災等）

○ 建物の耐震性の確認
○ 家具の固定や転倒防止
○ 非常用持ち出し袋の玄関への配置
○ 消火器の設置と使用方法の確認
○ 避難場所・経路と家族への連絡方法の確認

○ 身の安全を確保
○ 調理等で火を使用中は火の始末
○ ドアや窓を開けて避難経路を確保
○ 余震に注意しながら家族の安否確認


